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株式会社ロッテ
2025年7月2日(水)

ロッテ参画のCCNC、
「みんなで減CO2（ゲンコツ）プロジェクト2025」を開始

～エコラベルを探して、脱炭素に配慮した購買行動を考える～

株式会社ロッテ（東京都新宿区、代表取締役社長執行役員：中島英樹、以下 ロッテ）は、生活者の脱炭素への意識・
行動変容を促すことで企業の脱炭素の取り組みを加速させ、脱炭素社会を構築することを目指し15社で構成する「チャレン
ジ・カーボンニュートラル・コンソーシアム（Challenge Carbon Neutral Consortium）」（以下「CCNC」）（注1）に
2024年からパートナーとして参画しています。CCNCは、「教育啓発」と「販促購買」に一気通貫で取り組むことで生活者の
脱炭素行動変容を促す「みんなで減CO2（ゲンコツ）プロジェクト2025」（以下「本プロジェクト」）の活動を開始しましたの
で、お知らせします。

■本プロジェクトの概要

本プロジェクトを主催する株式会社日本総合研究所（本社：東京都品川区、代表取締役社長：内川淳、以下「日本総
研」）が連携する2府2県1政令市（大阪府、兵庫県、奈良県、京都府、横浜市）と協力し、同自治体内の全小学校等
に通う4～6年生約53万人と、その保護者を中心とした生活者に対して、「教育啓発」と「販促購買」に一気通貫で取り組む
ことで脱炭素行動変容を促します。
注力施策の一つとして、エコラベルやカーボンフットプリント（以下「CFP」）について学べる学習キット＆自由研究コンテスト「エ
コラベルハンター2025」を実施し、児童が家庭や店舗でのエコラベル・CFPの探索を通じて、楽しみながら環境配慮商品につ
いて学ぶ機会をつくります。これに伴い、7月2日に「エコラベルハンター2025」特設ウェブサイトを公開しました。

・「エコラベルハンター2025」特設ウェブサイト
https://www.greenmarketing-lab.com/genco2/event/2025ecolabel/index.html

特設ウェブサイトでは、児童たちが見つけたエコラベル・CFPを記録し、自身の探索成果として可視化できます。そして、夏休み
の自由研究課題としてより多くのエコラベル・CFPを見つけた児童を自治体別に表彰する応募コンテストの開催を通じて、脱炭
素学習を促します。
また、「エコラベルハンター2025」の取り組みと連動する形で、CCNCの参画企業が協力してCFP算定商品やエコラベル表示
商品を対象としたキャンペーンも展開します。具体的には、株式会社万代（以下「万代」）の全169店舗でのマストバイキャ
ンペーンと、株式会社スギ薬局（以下「スギ薬局」）が運営する「スギ薬局アプリ」を用いたクイズキャンペーンを実施します。
学習キットなどで学んだことを日常的に実践できる場を用意することで、生活者の脱炭素対応商品を「目利き」できる力を養
い、購買行動の定着を図ります。

図表 本プロジェクトの全体像

（注1）参画企業の一覧や活動内容の詳細は下記URLをご覧ください。
https://www.greenmarketing-lab.com/ccnc/index.html
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■ロッテの役割
ロッテは環境活動、脱炭素に向けた活動として「スマイルエコラベル」を展開しています。本プロジェクトでは、スマイルエコラベルを
表示している「コアラのマーチ」などを展開し、エコラベルについての普及啓発を図ります。
CCNC参加企業とともに、これら活動を通じて脱炭素対応の「目利き」ができる生活者を増やしていくとともに、その購買行動
を通じて、自律的な脱炭素対応商品の市場構築を目指します。

■スマイルエコラベル

ロッテでは、パッケージにおける環境配慮の取り組みをお客さまにわかりやすくお伝えするため、「スマイルエコ
ラベル」を対象製品のパッケージに表示しています。パッケージの環境配慮設計に関する独自の環境配慮
基準を制定し、基準をクリアした製品に順次表示しています。
https://www.lotte.co.jp/corporate/sustainability/environment/circulareconomy.html
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